陽極経頭蓋直流電流刺激がPost-exercise depressionに与える影響 by 佐々木, 亮樹 et al.
－ 34 －




佐々木亮樹 ，小丹晋一 ，中川昌樹 ，










Miyaguchi ら 1)は，10 分間の tDCS と 10 分間の反復随
意運動課題を併用することで，陽極 tDCS 効果が消失する
だけでなく，PED の大きさは tDCS の有無に関係なく同
様であったと報告している．そこで本研究では，10 分間
の陽極 tDCSと2分間の反復随意運動課題を併用すること
により tDCS 効果は消失するのか，また，PED の大きさ
は変動するのかを明らかにすることを目的とした． 
 
【方法】対象は同意の得られた健常成人 7 名（22.6 ± 3.0
歳）であった．一次運動野の興奮性を評価するため，経頭
蓋磁気刺激によって誘発されるMEPを右第一背側骨間筋
から導出した．磁気刺激強度は，MEP 振幅の大きさが 1 
mV となるように調節した．介入として一次運動野への陽
極 tDCS（2 mA, 10 分）と右示指の反復随意運動課題
（20%_MVC, 2 Hz, 2 分）を用いた．介入条件は，安静状
態で tDCS のみ実施（条件 1），随意運動課題のみ実施（条
件 2），tDCS 開始時に運動課題を開始（条件 3），tDCS
開始 8 分後に運動課題を開始（条件 4）の 4 条件とし，同
一被験者に対して日時を変えてランダムに実施した．   
MEP は介入前と介入終了後 8 分間まで（post 1-8）計
測した．介入前に得られた MEP 振幅 12 波形と介入後の








定の結果，条件 1 では pre と比較して post 1-2 で MEP
振幅値は有意に増大し，条件 2 では pre と比較して post 
1-2 で有意に減少し，post 5-6，post 7-8 で有意な増大が
認められた（図 1）．さらに，条件 3 では pre と比較して
MEP 振幅値の有意な変化は認められなかったが，条件 4
では pre と比較して post 5-6，post 7-8 で有意な増大が認
められた（図 2）．

図 1. 各介入前後（条件 1，2）の MEP 振幅値の変化

図 2. 各介入前後（条件 3，4）の MEP 振幅値の変化 

【考察】本研究より，2 分間の反復随意運動により 2 分間
の PED が認められることが明らかになった．また，10
分間の tDCS介入中の開始と同時に2分間の反復運動を行
った場合と，tDCS 介入終了前に 2 分間の反復運動を行っ
た場合は，どちらも PED を消失した．Miyaguchi ら 1)は
10分間の tDCSは 10分間の反復随意運動後に認められる
PED を減弱させないことを報告している．このことは，2
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*P < 0.05 
mean ± SE 
*P < 0.05 
mean ± SE 
P−13
